
ＡＡＡＡ    現場施工関係現場施工関係現場施工関係現場施工関係    

 

１．造園技能検定１．造園技能検定１．造園技能検定１．造園技能検定    （（（（国家資格国家資格国家資格国家資格））））    

技能検定は国（厚生労働省）が職業能力開発促進法に基づき実施しているもので，働く人々の技能を

一定の基準により検定し，それを国が証明する国家検定制度です。ですから，一定のレベルに達してい

れば誰でも取得可能です。 

 

［技能検定の等級区分］ 

  現在，造園職種には，１級，２級，３級と分けられ，それぞれ上級，中級，初級と位置付けられています。 

 

［技能検定試験］ 

  試験は学科試験と実技試験に分けられ，両方の試験に合格する必要があります。学科試験は，真偽

法による問題２５問と４肢択一式問題が２５問合計５０問出題されています。３級試験は真偽法３０

問出題されています。実技試験は実際に課題を作成する作業試験と樹木の枝を見て樹木名を判定する

要素試験に分けられ，共に合格しなければなりません。 

 

  １級実技試験   ２×2.5ｍの広さに、銀閣寺垣と蹲踞、飛石、延段を配置し、自由ゾーンに 

景石３石と植栽を自由に配置するものです。標準作業時間３時間 

 

  ２級実技試験 ２×２．５ｍの広さに、四つ目垣と縁石・敷石・飛石を配置し、築山、整地 

及び低木植栽を行うものです。標準作業時間２．５時間 

 

  ３級実技試験   1.5×２ｍの広さに、四つ目垣と縁石，敷石、植栽を配石するものです。 

標準作業時間２時間 

  

  試験の実施は厚生労働省が各都道府県の職業能力開発協会に委託して行っています。日程等の詳細

は都道府県職業能力開発協会へ問い合わせて下さい。 

 

［技能検定の合格者］ 

  学科と実技の両方の試験に合格すると，「技能士」の称号が与えられます。 

１級は厚生労働大臣名の，２・３級は都道府県知事名の合格証書が交付されます。 

  そのほか，１級技能士は，官庁営繕工事における現場常駐制度や，建設業法における一般建設業の

主任技術者として認められます。経営事項審査の評価対象技術者にもなります。 

  ２・３級の場合は，上級を受検する際，実務経験年数が短縮されます。２級技能士は３年間の実務

経験後、主任技術者として認められています。 

 

＜問合せ先＞  中央職業能力開発協会   http://www.javada.or.jp/jigyou/gino/giken.html 

    

    

    

    

    



２．造２．造２．造２．造園施工管理技術検定園施工管理技術検定園施工管理技術検定園施工管理技術検定        （（（（国家資格国家資格国家資格国家資格））））    

 施工管理技術検定は，国土交通省が建設業法に基づき実施しているもので、１級と２級に分かれてい

ます。平成７年６月より造園工事業は指定建設業となったため，特定建設業の許可を受ける際の営業所

の専任技術者及び現場の監理技術者は１級の合格者等に限られることとなりました。 

 

［技術検定試験］ 

造園施工管理技術検定試験は，４肢択一式の学科試験と実地試験に分かれていて，両方に合格して施

工管理技士と称することができます。 

 試験は(財) 全国建設研修センターが実施しています。まぎらわしい名称を使った悪徳業者がダイレク

トメールや電話等で勧誘しているので充分注意して下さい。 

   １級のレベル すべての公共造園工事の施工管理ができる 

   ２級のレベル 小規模な植栽工事を中心とした公共造園工事の施工管理ができる 

      出題数  １級／６５問  ２級／５０問 

 

＜問合せ先＞ 国土交通省 

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_tk1_000055.html 

 

３．３．３．３．登録造園基幹技能者登録造園基幹技能者登録造園基幹技能者登録造園基幹技能者        （（（（業界資格業界資格業界資格業界資格        建設業法に位置づけ建設業法に位置づけ建設業法に位置づけ建設業法に位置づけ）））） 

現場の職長の上位クラスを対象に、平成１０年度より、造園業界では、国土交通省の後援を得、造園 

基幹技能者認定制度を創設しました。登録造園基幹技能者になる為には、実経験年数１０年以上、１級 

造園技能士資格取得者。職長経験３年以上であることが必要です。平成２０年度より国土交通省より経 

営事項審査制度の技術者として加点される資格者として認められました。 

登録造園基幹技能者になるには、講習委員会が主催する認定研修会を受講する必要があります。 

  【受講資格】 

   ①１級造園技能士資格の取得 

   ②10 年以上の実務経験（１年以上の指導経験含） 

③職長経験３年以上（職長教育修了証の写しを添付のこと） 

 

  ＜問合せ先＞ （一社）日本造園組合連合会  http://www.jflc.or.jp/index.php?catid=64&blogid=4 

 

４．その他の造園業関連の各種資格一覧４．その他の造園業関連の各種資格一覧４．その他の造園業関連の各種資格一覧４．その他の造園業関連の各種資格一覧    

 造園業に係る資格には，技術・技能について一定の水準に達した者に国家が資格を付与する公的資格

と，労働安全衛生法（以下安衛法）で定められた就業制限に係わるものとがあります。 

  （１）国家資格その他公的資格 

① 造園技能士１・２・３級（職業能力開発促進法） 

   ② 造園施工管理技士１・２級（建設業法） 

   ③ 土木施工管理技士１・２級（建設業法） 

   ④ 職業訓練指導員（職業能力開発促進法） 

   ⑤ 測量士，測量士補（測量法） 

   ⑥ 建設業経理士１・２級、建設業経理事務士３・４級（国土交通大臣認定） 

   ⑦ 樹木医、樹木医補（日本緑化センターの民間資格） 

⑧ 登録造園基幹技能者 



  （２）就業制限に伴う業務とその資格取得方法 

  労働安全衛生法第 61 条では事業主は，定められた業務について，都道府県労働基準局長の免許を受

けた者，あるいは技能講習を修了したものでなければ業務につかせてはならないとされています。 

    (ａ) 就業制限 

     ＜取得方法＞指定教習機関による技能講習 

      ① つりあげ荷重１ｔ以上のクレーン等の玉掛け 

      ② 車両系建設機械 (３ｔ以上) の運転 

      ③ つりあげ荷重がｌｔ以上５ｔ未満の小型移動式クレーンの運転 

      ④ 最大積載量１ｔ以上の不整地運搬車の運転 

      ⑤ 作業床の高さ 10ｍ以上の高所作業車の運転 

     ＜試験による取得を必要とするもの＞ 

      ① つりあげ荷重５ｔ以上の移動式クレーン等の運転免許 

    (ｂ) 安全衛生特別教育 

     ＜取得方法＞事業所等で行なう教育で安衛法第 59 条の規定にもとづくもの。 

機械メーカーなどで受講するとよい。 

      ① チェーンソーを用いる立木の伐木等 

      ② 小型車両系建設機械 (３ｔ未満) の運転 

      ③ つりあげ荷重がｌｔ未満の移動式クレーンの運転 

      ④ つりあげ荷重がｌｔ未満のクレーン等の玉掛け業務 

      ⑤ アーク溶接 

      ⑥ 砥石の取り替え 

そのほかに、特別教育ではないが、刈り払い機安全衛生教育も資格取得したほうが良い。 

    (ｃ) 作業主任者 (14 条)  

     ＜取得方法＞指定教習機関による技能講習 

      ① 土止め支保工・地山の掘削 

      ② 型わく支保工 

      ③ 足場の組み立て 


